
　 プログラム（2日目） 9月2日（土） 高野山大学松下講堂・黎明館

一般演題7　10:00～10:30
「CVポート②」
座長　米虫　敦（関西医科大学総合医療センター　放射線科）
7-01	 	DewXを用いて設置した中心静脈ポートにおけるカテーテル損傷の検討

今井　勇伍（愛知県がんセンター中央病院　放射線診断・IVR部）
7-02	 	各種CVポートの特徴

櫻井　康雄（手稲渓仁会病院　放射線診断科）
7-03	 	当院で経験されたCVポート抜去困難症例の検討

與座　喜一郎（静岡県立静岡がんセンター　IVR科）

一般演題8　10:30～11:10
「CVポート③」
座長　浅井　望美（国立がん研究センター中央病院　看護部）
8-01	 	コアレスニードル用抜針器具の臨床利用

坂本　尚美（奈良県総合医療センター　中央放射線部）
8-02	 	CVポートトラブルから振り返るポート管理

片岡　久美（高砂市民病院　外来化学療法室）
8-03	 	CVポート設置パスにおけるバリアンス分析による改善

山田　英光子（愛知県がんセンター中央病院　看護部）
8-04	 	IVRセンター研修会を通した地域との関わり

上森　恵美（奈良県立医科大学附属病院　中央放射線部　IVRセンター）

一般演題9　11:10～11:40
「CVポート④」
座長　新槇　剛（静岡県立静岡がんセンター　IVR科）
9-01	 	安全で簡便な橈骨皮静脈カットダウン法による中心静脈ポート留置のすすめ

西森　英史（札幌道都病院　外科）
9-02	 	0歳児における超音波ガイド下CVポート留置術

久保　貴俊（国立がん研究センター中央病院　放射線診断科）
9-03	 	CVポート・患者宅で造設する試み（在宅療養での患者家族の負担軽減のために）

纐纈　真一郎（草加グリーンクリニック／獨協医科大学越谷病院　外科）



議事総会　11：45～12：00 

ランチョンセミナー 2　12:10～13:10 《共催：バイエル薬品株式会社》

「肝細胞癌におけるIVR治療とTKI治療のこれまでとこれから」
座長　小尾　俊太郎（帝京大学ちば総合医療センター　内科）

演者　「IVRの変遷と今後」
　　　西尾福　英之（奈良県立医科大学　放射線科）

「IVR医からみたTKI治療の使いどころ ～EvidenceとClinical practice～」
　佐藤　洋造（愛知県がんセンター中央病院　放射線診断・IVR部）

特別講演　13:20～13:50
「治療と向き合うこと」
座長　上嶋　一臣（近畿大学医学部消化器内科）

演者　山下　弘子

共催セミナー　14:00～15:30 《共催：大鵬薬品工業株式会社》

「リザーバー肝動注療法のA to Z」
座長　熊田　卓（大垣市民病院　消化器内科）	
　　　鶴崎　正勝（近畿大学医学部　放射線医学教室　放射線診断学部門）

演者　「リザーバー肝動注療法の理論」
　　　竹内　	義人（市立福知山市民病院　放射線科）

「カテーテル留置手技」
　佐藤	　洋造（愛知県がんセンター中央病院　放射線診断・IVR部）

「転移性肝癌に対するレジメンとその実際」
　松枝	　清（がん研有明病院　画像診断部）

「肝細胞癌に対するレジメンとその実際」
　田北	　雅弘（近畿大学医学部消化器内科）

「システムメンテナンスの方法（フローチェックなど）」
　曽根	　美雪（国立がん研究センター中央病院　放射線診断科）



「リザーバー留置患者の看護ケアと患者指導」
　　　林　真紀子（近畿大学医学部附属病院　看護部）

一般演題10　15:30～16:20
「CVポート⑤」
座長　松枝　清（がん研有明病院　画像診断部）
10-01	 	左内頚静脈アプローチのCVPで気胸が発生した１症例

田口　雅海（八戸赤十字病院　放射線科）
10-02	 	比較的稀な原因で留置後早期にカテーテル逸脱を繰り返したCVポート留置の

1例
井隼　孝司（山陰労災病院　放射線科）

10-03	 	血管内異常石灰化によりCVカテーテル抜去不能であった１例
山西　伴明（高知大学医学部　放射線科）

10-04	 	肥満患者における右内頚静脈アプローチで留置したCVポートカテーテル早期
断裂の1例

永田　延江（神奈川県立がんセンター　放射線診断・IVR科）
10-05	 	完全埋め込み型中心静脈アクセスポート留置の意義の検討

－患者の思い、留置後の療養場所と療養期間の分析から－
住田　千鶴子（稲沢市民病院　感染対策室）

閉会式　16:20～
次期当番世話人挨拶　宮崎　将也（群馬大学　医学部附属病院放射線部・超音波診療センター）	
当 番 世 話 人 挨 拶　上嶋　一臣（近畿大学医学部消化器内科）




